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    午前９時３０分開会 

○委員長（戎屋昭彦君）  おはようございます。ただいまより、教育経済委員会を開会

いたします。 

 さきの本会議におきまして、本委員会に付託されました市長提出議案１件につきま

して、審査いたしますので、御協力よろしくお願いいたします。 

 議長、報告等ございますか。 

○議長（荒山光広君）  ありません。 

○委員長（戎屋昭彦君）  それでは、これより審査を始めます。 

 なお、質疑につきましては簡潔明瞭に、また、議題外の発言にならないように御配

慮をお願いいたします。 

 議案第８７号平成２９年度美祢市観光事業特別会計決算の認定についてを議題とい

たします。執行部より説明を求めます。千々松観光総務課長。 

○観光総務課長（千々松雅幸君）  議案第８７号平成２９年度美祢市観光事業特別会計

の決算について御説明いたします。 

 最初に、主要施策成果報告書の２２、２３ページをごらんください。 

 観光事業特別会計の平成２９年度決算は、歳入総額８億１，２２６万７，０００円、

歳出総額６億８，３７８万２，０００円で、歳入歳出差引額１億２，８４８万５，

０００円となりました。 

 それでは、歳入につきまして、主なものを御説明いたします。 

 決算書の１４４、１４５ページをごらんください。 

 １款観光収入について、総額は５億３，７９４万１，７４１円です。秋芳洞・大正

洞・景清洞の観覧料が５億１，９４４万７，２５１円です。養鱒場収入が１，

８４９万４，４９０円。 

２款使用料及び手数料については、総額が２，３９３万２，１０２円であります。

使用料の主なものは、広谷駐車場使用料の１，９５６万４００円です。養鱒場使用料

は２６０万１，６００円であります。 

 続きまして、１４６、１４７ページをごらんください。 

 ３款県支出金については、総額１２５万５，６４０円であります。秋吉台等自然公

園の維持管理業務委託金であります。 

 ５款繰入金については、総額７，１５２万３，３４８円であります。秋吉台リフレ
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ッシュパークのトロン温泉に係る市民福祉分の補填分と、秋芳洞等における市主催事

業等による観覧料減免に係る補填分として２６５万４４８円を、また、地方創生推進

交付金事業分として４０７万２，９００円を一般会計から繰り入れております。 

 また、建設改良工事の財源として、観光事業運営基金を６，４８０万円取り崩して

おります。 

 ６款繰越金については、総額１億６，５７４万５，９０１円であります。 

 １４８、１４９ページをごらんください。 

 ７款諸収入については、総額１，１５３万９，０８７円であります。主なものは、

秋芳洞の冒険コース利用料であります。 

 続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。 

 １５０、１５１ページをごらんください。 

 １款観光総務費については、歳出総額は５億５，８２６万４，６６３円であります。 

 内訳は、１款総務管理費が４億３，２３９万１，８２７円で、１目一般管理費が

３億６，１３１万８７０円です。 

 主なものについて説明をいたします。 

 １１節需用費１，１９２万２，９０９円の支出をしております。主なものは光熱水

費と修繕料であります。 

 １２節役務費１，５０９万１，０６０円の支出をしております。主なものは、観光

あっせん手数料でございます。 

 １３節委託料、８，７５０万２，１０４円の支出をしております。主なものは、指

定管理委託料と秋吉台観光交流センターの総合案内に係る委託料となっております。 

 また、８４０万９，８９６円の不用額となっておりますが、これの主なものは、リ

フレッシュパークのトロン温泉の燃料費において、燃料費が想定よりかからなかった

ものであります。 

 １４節使用料及び賃借料１，２９１万２，６１３円の支出をしております。これの

主なものは借地料でございます。 

 １５節工事請負費、２，８９９万１，５２０円の支出をしております。これの主な

ものはトロン温泉加圧給水ユニット取りかえ工事及びトロン温泉の外壁改修工事であ

ります。 

 ２５節積立金、１億５，０１０万５円の支出をしております。これは観光事業運営
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基金に積み立てたものであります。 

 ２７節公課費、２，１６８万５，３００円の支出をしております。これの主なもの

は消費税でございます。 

 ２８節繰出金、５３９万６，４００円で、環境衛生事業特別会計への繰出金であり

ます。 

 次に、２目施設管理費が７，１０８万９５７円であります。 

 主なものは、１１節需用費５３９万４，５０１円の支出をしております。これの主

なものは修繕料でございます。 

 １３節委託料、２，３１７万６，０３３円の支出をいたしております。これの主な

ものは、清掃環境施設保守の委託料となっております。 

 １５節工事請負費は４，０９１万８８０円の支出をいたしております。これは主に

秋芳洞案内所公衆トイレ改修工事と緑地公園通路補修工事になります。 

 続きまして、２項業務管理費につきましては、歳出総額１億２，５８７万２，

８３６円であります。 

 続きまして、１５２、１５３ページをごらんください。 

 １４節使用料及び賃借料を６１０万１，３４３円を支出しております。これの主な

ものは、施設機器の借上料でございます。 

 １目秋芳洞業務費になります。こちらが６，９１１万７，０７４円であります。 

 主なものが１３節委託料、５，０５８万９，５２０円の支出をいたしております。

これの主なものは、秋芳洞案内業務委託料でございます。 

 続きまして、２目大正洞・景清洞業務費は、３，６９４万５，５９９円であります。 

 主な支出につきましては、１３節委託料を１，６６０万５，１２４円を支出してお

ります。これの主なものは、窓口業務に係る業務委託料となります。 

 １５節工事請負費１，７８４万５２０円の支出をいたしております。この主なもの

は、大正洞内電気設備改修工事と、景清洞内橋架替工事であります。 

 ３目養鱒場業務費につきましては、１，９８１万１６３円の支出となっております。 

○委員長（戎屋昭彦君）  早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君）  資料につきましては、１５４、１５５ページをお開き

ください。 

 ２款観光振興費・１項振興管理費・１目一般管理費について、歳出総額は１億１，
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１５８万６０５円でございます。 

 主な支出につきまして御説明いたします。 

 ９節旅費として、４０１万１，１８１円を支出しております。これの主なものは、

情報発信強化体制事業の普通旅費及び外国人観光客受入体制充実事業の特別旅費であ

ります。 

 また、不用額１０８万８，８１９円が生じていますが、これは、外国人観光客受入

体制充実事業において、当初よりも、円が変更になったためであります。 

 １３節委託料として、１，６７１万６，４０９円を支出しております。 

 これの主なものは、情報一元管理事業及び体験プログラム開発事業並びにおもてな

し人財育成事業となっております。 

 また、不用額１０２万１，５９１円が生じていますが、これは、各業務委託した際

の落札減によるものであります。 

 １４節使用料及び賃借料として、２００万７，８８０円を支出しております。 

 これの主なものは、外国人観光客受入体制充実事業の台湾事務所の借上料及びＭＩ

ＮＥまるごと館の土地借上料であります。 

 １９節負担金補助及び交付金として６，２４６万８，２８０円を支出しております。 

 これの主なものは、秋芳洞等の観光宣伝を実施した観光プロモーション事業補助金、

また、一般社団法人美祢市観光協会の経営基盤を強化するための観光事業補助金、秋

吉台観光まつりの運営を支援した秋吉台観光まつり補助金、東アジアを中心とした外

国人観光客を誘致するための美祢国際観光交流推進協議会負担金であります。 

 以上です。 

○委員長（戎屋昭彦君）  千々松観光総務課長。 

○観光総務課長（千々松雅幸君）  ３款他会計借入金償還費につきましては１，

３９３万６，０４２円を支出しております。これは、投資的建設改良費として、平成

２７年度に８，２５０万円を、平成２８年度に５，６４０万円を一般会計から借り入

れたものの元利償還金でございます。 

 以上、観光事業特別会計決算について、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（戎屋昭彦君）  説明が終わりました。それでは本案に対する質疑はございま

せんか。秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君）  観光振興費で、先ほど、観光協会へ出されたお金を言われたん
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ですが、負担金補助及び交付金ということで、６，２００万のうち観光協会がいくら

いっておりますですか。 

○委員長（戎屋昭彦君）  早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君）  秋枝委員の御質問にお答えします。 

 負担金補助交付金――負担金補助及び交付金の観光協会への支出額ということでご

ざいますが、６，２４６万８，２８０円のうち、美祢市観光協会には２，１５０万円

と７６９万７，０００円の二つを支出しております。 

 以上でございます。 

○委員長（戎屋昭彦君）  秋枝委員。 

○委員（秋枝秀稔君）  わかりました。ほかに観光協会へいっておる委託料とかですね、

その他のお金っていうのは、ほかにどこがありますかね。観光協会、どのくらいいっ

ておるかちょっと気になりまして、お尋ねです。 

○委員長（戎屋昭彦君）  早田観光振興課長。 

○観光振興課長（早田 忍君）  秋枝委員の御質問にお答えします。 

 そのほかの観光協会への支出ということでございますが、ただいま御説明を申し上

げました中からは、体験プログラム開発事業費といたしまして――体験プログラム開

発事業といたしまして、１，１１４万７，０００円が支出をしておるところでござい

ます。 

○委員長（戎屋昭彦君）  よろしいですか。その他質疑はございませんか。下井副委員

長。 

○副委員長（下井克己君）  済みません。１５１ページのところで、たしか、使用料及

び賃借料ということで、借地料ということを言われたんですが。確かに、借地のまま

でいったほうがいい土地と、例えば、そろそろ購入したほうがいいんじゃないかなっ

ていう土地があると思うんですが、その購入のほうの――関係ないですかね。関係あ

ると思うんですけど。購入のほうの段取り、手続とか、そういうことは考えておられ

るんでしょうか。１，２００万毎年出ていきますと、１０年で１億になりますし。お

願いいたします。買えるところがあるのではないかという思いで質問したわけですが。 

○委員長（戎屋昭彦君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  下井副委員長の御質問にお答えいたします。 

 土地を借りてるっていうことで、秋吉台地域で、我々も、そこで秋芳洞観光等もや
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っております。これは以前からずっとやっているわけでございますが、今の、現在の

状況といたしましては、土地についての売却――買収ですか――ということにつきま

しては、今現在――今現在のところは考えておりません。 

で、今後、やはりそういうところも考える必要性というのは、今後、生じてくるで

あろうというふうに思っておりますが、一つには、今これ特別会計という形でやって

おりますが、今後は、企業会計の移行ということを行うようにしております。 

 そういったようなところでの、財産をいかに持つべきかというところもございます

ので、その辺も踏まえた上での、今後の買収等の検討になろうかというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○委員長（戎屋昭彦君）  よろしゅうございますか。その他質疑はございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（戎屋昭彦君）  それでは、ここで皆様、委員の皆様方にお諮りいたします。

この議案１件につきまして、市長に出席いただき、質疑を行うことについて、委員の

皆様方の御意見をいただきたいと思いますが、必要なしということでよろしゅうござ

いますか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（戎屋昭彦君）  それでは、質疑なしと認め質疑を終わります。それでは、こ

れより議案の討論、採決に入ります。 

議案第８７号平成２９年度美祢市観光事業特別会計決算の認定についての討論を行

います。本案に対する御意見はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（戎屋昭彦君）  なしと認めます。それでは、これより議案第８７号を採決い

たします。本案について、原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（戎屋昭彦君）  全員異議なしと認めます。よって、議案第８７号は原案のと

おり認定されました。 

 以上をもちまして、本会議で本委員会に付託されました議案１件につきましての審

査を終了いたします。 

その他所管事項につきまして、委員の皆様から何かございましたら、発言をお願い
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いたします。猶野委員。 

○委員（猶野智和君）  今週末に、例年どおりランタンナイトフェスティバルが開催さ

れると聞いております。ちょうどきのう、おとといですか、川沿い――市庁舎の提灯

も飾られて、雰囲気が出始めているようです。 

しかし、ちょっと私もちょっと勉強不足でございますので、そのあたりの、ことし

の開催についての、ちょっと説明のほうをお願いしたいということが１点と、それと

例年とちょっと場所の変更など、変更点もあるとも聞いておりますので、例年との違

いなども教えていただきたいと思います。 

 それともう１点、ことしも台湾のほうから、また御来賓等来られるかどうか、来ら

れるならどのような形でお迎えするのか、そのあたりも情報がありましたら教えてい

ただきたいと思います。 

○委員長（戎屋昭彦君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  猶野委員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、ランタンナイトフェスティバルの概要でございますが、９月の２９日の土曜

日に開催をされるということでございまして、規模的には、昨年度よりも、若干規模

が大きくなるんではなかろうかというふうに思っております。 

 それが一つには、例年との違いっていうところに出てくると思います。と申します

のが、昨年までは、以前、こちらのほうの対岸のほうでやっておったわけですけども、

ランタンが非常にふえてきた。ランタンの大きさも、大きいものもあるというような

ところで、しかも昨年度が来場者が３万人ということで、実行委員会のほうで発表さ

れております。 

それがさらに拡大していくということになりますと、キャパシティ的な問題という

ことが非常に問題になってきますので、それらを解消するという一つの意味合いから、

今度は厚狭川沿いのほうに、それをシフトしていくというところを一つお伺いしてお

りますところと、もう一つは、それに伴って、来場者の方が駅等にも近いということ、

駐車場にも近くなってくるというところもありまして、その辺を総合的に判断をされ

て、前年度の位置から、こちら厚狭川沿いのほうにシフトをされたっていうところが

大きな変更点であるというふうにお伺いをしているところであります。 

 これにつきましては、今後、私どもが思ってるところとしましては、ランタンナイ

トフェスティバルが、今後ずっと続く上で、拡大の方向性というところでの一つの試
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みではなかろうかなというふうに思っているところでございます。 

 それから、台湾からのお客様ということでございます。福岡の弁事処のほうに御案

内を差し上げまして、そちらのほうから処長が来ていただくのが一番よろしいわけで

すけども、現在、処長のほうは、以前処長さんのほうが退官をされまして、新たな処

長さんのほうが、まだ着任をされてないということでお伺いをしておりますので、弁

事処からは総務部長さんと、それから課長さんをお招きをいたしまして、舞台の上で

御紹介をさせていただくというふうな段取りになっておるというふうに聞いておりま

す。 

 その後は、我々行政としての――行政のほうでランタンのお祭りのほうを御案内す

るというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（戎屋昭彦君）  猶野委員。 

○委員（猶野智和君）  今の御説明ですと、例年ですと、向こうの道路沿い――何てい

いますか――渋倉伊佐線の大きな道を使って、あそこに屋台がずらっと並んで、そう

いう光景ではなく、今度、桜並木の厚狭川沿いですね、市役所の。あちらのほうに大

きく会場が変わるという御説明だったと思います。 

 そうすると、例年あそこに提灯がたくさん釣られて、アーケードのような感じにな

ってたと思うんですけど、それも全部、全て川沿いに移転するということでよろしい

ですか。ああいう風景全てが、あちらの川沿いに移動するということでよろしいでし

ょうか。（発言する者あり）結構です。そういうことだそうです。 

 ちょっとお話変わりますけど、今回、議員、情報等もいろいろ我々知りたいと思っ

ておりますので、ちょうどこのタブレットが今回導入されております。そういう――

今回でしたら、ランタンナイトフェスティバルのパンフレット等ありましたら、事務

局通していただければ、議員全員に自動的に配布しやすい環境が整っております。 

ちょうど今朝も、今度山大でのシンポジウム等の案内は議員全員にきていたりもし

てますので、それで実際、そこに行く行かないは、もう議員それぞれの判断になると

思いますけど、ぜひともそのあたりですね、観光関連は特に情報案内多いと思います

ので、このタブレット機能を使って、議員への情報提供を活用していただければなと、

それは要望になりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（戎屋昭彦君）  西田観光商工部長。 
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○観光商工部長（西田良平君）  御指摘、アドバイスありがとうございます。 

 我々として、若干配慮の欠けたところがあるかと思っております。こういったイベ

ントというのは、集客というところが非常に大切なところでございますので、議員の

皆様方にもタブレットのほうに、その内容等もお知らせをして、できるだけ多くの皆

様方にも参加をしていただくように、今後も考えていきたいと思っております。あり

がとうございます。 

○委員長（戎屋昭彦君）  よろしいですか。徳並委員。 

○委員（徳並伍朗君）  場所を変えられたということですが、例えば３万人来る。それ

を今のですね、このたびは市役所の横でやるということで、あれに３万人ということ

を考えたら、身の毛もよだつ。あの広い道路でさえいっぱいなのに、この狭いところ

でやったら、どねえしてやるんですか。実際行って、皆さんもそう思われるだろうと

いうふうに思っております。ほかの理由があったんだろうということもありますけれ

ど。それは、とにかくですね、お客さんに対して申しわけないなっていう気持ちもい

たします。なぜそうなったよくわかりませんが。 

それと――これ、市長に最終的に聞いてみないとわからないことなんですが、それ

ともう一つ、川の向こうに何かまた、昔の――去年までのところに、何か今、建物が

といいますか、展示物か何か知りませんができております。 

そうすると、こちらから向こうの――川の向こうへ渡るということになると、今の

飛び石を通って渡るようになる。夜になってですね、子どもさんを連れておられる親

なんかが、飛び石を渡るというのは大変危ないわけですが、簡単な橋をかけるとかで

すね、そういうものの安全というものを考えられたらどうだろうかなというふうに思

っています。 

向こうに何も設備がされてないんならいいんですよ。でも、向こうに、何か広場に

ですね、建てられるようですから、そうなると、こちらから向こうに行かれると思う

んですね。安心・安全ということを考えてみたら、本当に飛び石じゃ安心・安全じゃ

ありませんからね。特に小さい子どもさんなんか、大変だろうというふうに思ってお

ります。夜も暗いわけでありますから。そういうことも考えられたらいかがでござい

ますか。 

○委員長（戎屋昭彦君）  西田観光商工部長。 

○観光商工部長（西田良平君）  徳並委員の御質問にお答えいたします。 
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 実行委員会組織として、ランタンナイトフェスティバルのほうの運営なり、決定を

されているというところで、私どものほうで聞いている――聞き及んでいるところで

言いますと、厚狭川から対岸側については、今回につきましては、基本的な催しの場

所ではなくなって、あくまで、川からこちら側と厚狭川沿いから美祢駅に至る間とい

うふうに聞いておりますので、そういったことから、今の、川に点在する飛び石です

よね、そこのところを実行委員会で、一時的にそこに何らかの加工をするとか、そう

いったようなところっていうのは、聞き及んでないところでございます。 

 以上です。 

○委員長（戎屋昭彦君）  よろしいですか。その他御意見ございませんか。ほかにござ

いませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（戎屋昭彦君）  ないようでございましたら、これにて本委員会を閉会いたし

ます。 

御審査、御協力まことにありがとうございました。お疲れ様でございました。 

    午前１０時０２分閉会 

    ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
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